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「Study21 個別学習用」に新たに 10 単元が加わりました！  株式会社東大英数理教室

スタディノートに「スタディノート Web」という新

しい仲間が加わりました。Windows 版との違いに焦

点をあてて、その概要を紹介したいと思います。 
 

■Web ブラウザで動作します（※1） 

スタディノートの使いやすさはこれまで通りで、

Web の進化にあわせて様々な発展が期待できます。 
 

■メインメニューが変わりました 

下図のように「ノート」、「電子メール」、「電子掲示

板」、「ブログ」という構成になりました。Windows 版

の「電子掲示板」と「データベース」が統合されて、

「電子掲示板」というメニューになりました。そし

て「ブログ」という新しいメニューが加わりました。

「電子掲示板」の情報は、情報マップ機能を使って

視覚的にまとめたり、全文検索機能を使ってすばや

く検索したりできます。フォルダを使って階層化す

ることもでき、蓄積したデータをさらに有効に活用

できるようになりました。 

 

■センターサーバ方式で利用できます 

教育センター等にスタディノート Web サーバを設

置し、複数の学校からセンターサーバ方式で利用す

ることができます（※2）。そのため、学校内でサー

バを運用管理する必要がありません。また、同じス

タディノート Web サーバを利用している学校間で

は、校内と同じ感覚でメールや掲示板を利用できる

ので、地域内の共同学習で活用いただけます。 
 

■セキュリティも万全です 

他の学校とメールを送受信する前に、先生がメー

ルの内容を確認できる機能を装備しています。事前

に内容のチェックが行えるので、悪意のあるメール

の流入や、個人情報の流出に備えることができます。
 

「スタディノート Web」は、Windows 版スタディノ

ートに替わるものではありませんが、センターサー

バ対応など、特長ある機能を備えた製品です。 

詳しい情報については、スタディシリーズのホーム

ページ http://www.study.gr.jp/ をご覧下さい。 
 

※1 スタディノート Web クライアント用ソフトウェ

アのインストールが必要です。 

※2 学校からスタディノート Web サーバに接続す

るためのネットワーク環境が必要です。 
 

 同志社女子大学 余田義彦 
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理科学習におけるスタディノートポケットの活用 

～理科「まめ電球と乾電池」（３年生）の実践を通して～ 

兵庫県 新温泉町立浜坂西小学校 米田 信夫 

 

１ はじめに 

 浜坂西小学校の研究テーマ「科学する喜び、学び合う楽しさを求めて～かかわり合いを大切にして、主体的

に追求する力を育てる授業の創造～」のもとに、スタディノートポケットのマルチユーザー対応、マルチメデ

ィア対応、グループウェアとの連携可能な３機能を「豆電球と乾電池」の導入で活用した。 

 

２ 授業の様子 

① 目 標 

 ・あかりの使われ方に興味をもち、豆電球にあかりがつくつなぎ方を調べようとする。 

 ・乾電池と豆電球と導線を使って、豆電球にあかりがつくつなぎ方を調べることができる。 

② 準備物 

  懐中電灯、電池、導線、ソケット、豆電球、スタディノートポケット 

③ 展 開 

学習活動 教師の支援 

 １．課題をつかむ 

 

 

 

・懐中電灯を提示し、あかりがつく秘密に興味

・関心を持たせるようにする。 

 

 つ 

か 

む 

  豆電球、導線、乾電池を使い明かりをつける。 ・懐中電灯を分解し､豆電球､乾電池、ソケット、

導線が使われていることを確かめる。 

・それぞれの用語を説明する。 

・意図的にソケットを使わないで協力して 

 明かりをつけるようにする。 

見 

通 

す 
 ２．豆電球やソケット、乾電池を使っていろいろ

  なつなぎ方を予想する。 

 ・実物のソケット、乾電池を使って回路を作り、

そのつなぎ方をスタディノートポケットで撮

影してスタディノートに転送する。 

 ・データベースのマップ機能を使い、明かりがつ

く、つかないに分けて登録する。 

・考えたいろいろなつなぎ方で実際に回路を 

 作ってみさせ、それを協力して撮影させる。

・できるだけ多様なつなぎ方を考えさせるため、

 個人で考えさせてから隣同士や班で話し合わ

 せる。 

・どのようにしてつないだらよいか分からない

 子どもには、友だちのやり方を見たり、教科

 書を参考にしたりするように指示する。 

 ３．自分の予想を一つ一つ確かめる。 ・明かりがつく場合とつかない場合で発見した

 ことを記録させる 

評価基準 

Ａ：電気のあかりに興味を持ち、豆電球と乾電池のいろいろな場所とを導線でつないで、あ

かりがつくつなぎ方とあかりがつかないつなぎ方を調べようとしている。 

Ｂ：電気のあかりに興味をもち、どうすればあかりがつくかを、豆電球と乾電池とを導線で

つないで調べようとしている。 

Ｃの子どもへの手立て：懐中電灯を分解して見せたり、正しくつないだ回路を例示したりし

て豆電球にあかりがつくときのきまりに興味をもたせる。 

確 

か 

め 

る 

 

  

 

深
め
る 

４．実験の結果を発表する。 

 

 

・次時につながるように、あかりがつく場合と

つかない場合に分けて発表させる。 

豆電球が点灯するつなぎ方と点灯しないつなぎ方をたくさん見つけよう。 
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④ 学習風景 

 

ソケットと乾電池のつなぎ方を予想 実物を撮影して予想を記入し、スタディノートへユーザーごとに転送 

 
 

 自分の撮影したデータを確認してから、データベースに転送。マップ機能を使用し全員で予想を確認。 

 

３ 成果と課題 

 今までの学習では、豆電球と電池のつなぎ方を画用紙に記入して掲示する方法が多くとられていた。今回は

スタディノートポケットを使用し、グループごとに実物を撮影する方法を行った。画用紙につなぎ方を描く方

法では、簡単に準備ができ自分の予想を表すことが出来るが、実物を撮影する方が、頭に描いた予想のイメー

ジをより具体化し、実験結果を注意深く観察することが出来た。 

 パソコン教室で作業するには手狭なため、同じ階にある学習相談室でつなぎ方を予想した。準備の関係上１

台を４人で使用して行ったが、ここでもマルチユーザー対応（１台を何人かで共有できる）と場所を選ばない

無線ＬＡＮ仕様のおかげで作業を効率よく進めることが出来た。 

 マップ機能を使用して、あかりがつく・つかないつなぎ方を全員で確認することが出来た。子どもたちは他

の子どもがどんなつなぎ方をしているのか、興味津々となり自分のペースで他の子どもの画像を確認していた。 

 今回の授業は、無線ＬＡＮのアクセスポイントを１カ所だけ設置して行った。理由は分からないが、何人か

の子どもが画像をスタディノートへ転送できないことがあった（注）。また、撮影を失敗した場合、スタディ

ノートへ転送してパソコン上で処理しなければならないため、授業の中で余分な時間を使った子どももいた。 

 今回は１台４人で授業を行ったが、もう少し台数を増やせば他教科でもいろんな授業形態がとれたと思う。 
 

注 スタディシリーズで障害が起きたときは、ホームページ http://www.study.gr.jp/の「サポート」メニューを

一度確認してみてください。アップデートプログラムの入手など問題解決のヒントが見つかることがあります。 
 
 

Super Interactive School Ver.2.5 の改訂ポイント紹介 
進学会システム http://www.shingakukai.co.jp/soft/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全国の主要教科書を分析！ 

教科書問題データベースを作成し、目標・誤答を

分析し、それに対応する支援分岐を作成しておりま

す。小学校２年生の算数の「ひき算の筆算」という

単元を例に紹介します。表１をご覧下さい。 

教科書に出題されている問題を目標毎に分類し、

表１ 小学２年 算数「ひき算」 
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「Ｓｔｕｄｙ２１個別学習用」に新たに１０単元が加わりました！ 
株式会社東大英数理教室  http://tek.jp/study21/ 

目標７の支援ブロック 

目標６の支援ブロック 

 

小学５年 小数と整数 

小学５年 分数のたし算とひき算 

小学６年 倍数と約数 

小学６年 分数のたし算とひき算 

小学６年 体積 

個別学習用・単元別      各７，３５０円

提 示 用・単元別      各５，２５０円

Ｐｌｕｓ・単元別      各１０，５００円

お得な全単元セットもあります。 

※ 各製品は「スクールライセンス」での提供です。

  同一施設内の全コンピュータでお使い頂けます。

「Ｓｔｕｄｙ２１ 個別学習用」がさらに１０単

元追加され、全２５単元構成となりました。３年生

向け単元も加わり、より活用の機会が拡がったＳｔ

ｕｄｙ２１をぜひご利用下さい。 
 

新規発売開始単元 

小学３年 あまりのあるわり算 

小学３年 かけ算の筆算（１） 

小学３年 かけ算の筆算（２） 

小学４年 小数 

小学４年 式と計算 

〒305-0045 

 茨城県つくば市梅園 2-33-6 

電話 029-850-3321 

発行人： ２ １ 世 紀 教 育 研 究 所  

    Educational Research Institute for the 21st Century 

  代表 中 山 和 彦 

FAX  029-850-3330 

Email econews@eri21.or.jp 

URL  http://www.eri21.or.jp 

それぞれに対応する誤答分析を行っております。こ

の分析から、その単元を正しく理解できているかど

うかを判定するための基本問題と誤答したときの

支援の流れを明確にしました。 
 

■ 基本問題と支援の内容 

分析に基づいて、小学２年算数シリーズの「たし

算とひき算のひっ算」という教材を見てみましょ

う。目標は８つあり、一つの目標毎に確実にクリア

できるように、それぞれの目標に対して基本問題と

支援ブロックを設定しています（表２，図１）。 

支援ブロックは、図２のようにわかりやすい発問

を積み重ねることで、理解できるようになっていま

す。（図２は３画面だけを抜粋しています。） 

表２ 小学２年 算数「たし算とひき算のひっ算」

図１ 目標６、７の基本問題と支援 図２ 十の位に空位があるときのひき算の支援
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